
コ
レ
ド
日
本
橋
手
前
の
細
い

路
地
を
左
へ
入
る
と
、「
名
水
白

木
屋
の
井
戸
」
跡
が
あ
る
。
こ
の

一
帯
は
１
６
６
２（
寛
文
２
）
年
に

「
白し

ろ

木き

屋や

」
が
創
業
さ
れ
た
地
。

白
木
屋
は
江
戸
時
代
に
呉
服
店
、

明
治
以
降
は
百
貨
店
と
し
て
栄

え
た
。
文
豪
・
夏
目
漱
石
も
こ
の

地
に
縁
が
深
く
、
作
品
か
ら
当
時

の
白
木
屋
周
辺
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

日
本
国
道
路
元
標
は
、
日
本
橋

の
中
央
部
分
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
。
実
は
、
こ
こ
は
か
つ
て
東
京

市
道
路
元
標
が
あ
っ
た
場
所
だ
。

昭
和
40
年
代
の
道
路
改
修
に
伴
い

東
京
市
道
路
元
標
は
撤
去
、
日
本

橋
北
詰
に
移
設
さ
れ
、
代
わ
り
に

日
本
国
道
路
元
標
が
設
け
ら
れ

た
。
現
在
の
日
本
国
道
路
元
標
は
、

50
セ
ン
チ
四
方
の
小
さ
な
プ
レ
ー

ト
で
あ
る
。
自
動
車
の
流
れ
が
激

し
い
通
り
の
真
ん
中
に
あ
る
た

め
、
本
物
を
間
近
に
見
る
の
は

少
々
難
し
い
。
道
路
両
側
の
歩
道

か
ら
中
央
付
近
を
見
れ
ば
、
そ
こ

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確

認
で
き
る
の
で
、
カ
メ
ラ
を
携
行

し
て
い
る
な
ら
望
遠
レ
ン
ズ
で
眺

め
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

東
京
市
道
路
元
標
が
移
設
・
保

存
さ
れ
て
い
る
橋
の
北
詰
、
日
本

橋
三
越
に
面
す
る
辺
り
は
、
現

在
「
元
標
の
広
場
」
と
し
て
整
備

さ
れ
、
日
本
国
道
路
元
標
の
レ
プ

リ
カ
や
、
日
本
全
国
各
都
市
へ
の

距
離
を
示
し
た
里
程
標
な
ど
も

置
か
れ
て
い
る
。

13 12

日
本
国
道
路
元

標
が
ス
タ
ー
ト
地

日本国道路元標の“本物”は、橋
の中央に埋め込まれている

近代的なビルとして生まれ変わったコレド日本橋

１７１２（正徳２）年に掘られた井
戸の跡。白木屋の井戸水は大
名や住民たちの用水として親し
まれた

白
木
屋
や
そ
の
界
隈
は「
吾
輩
は

猫
で
あ
る
」「
三
四
郎
」に
も
登
場

す
る

街道の基点らしく、各地への距離
を示す里程標が置かれている

日本国道路元標複製の脇には東
京市道路元標も保存されている

石造二連アーチ橋である日本橋
は国の重要文化財に指定されて
いる

日本国道路元標の複製。ここで
立ち止まり写真を撮る人も多い

一

名
水
白
木
屋
の

跡
地
を
発
見

二「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
コ
レ
ド
）日
本

橋
」
は
、
江
戸
時
代
創
業
の
呉
服

店
・
白
木
屋
、
の
ち
の
白
木
屋
デ

パ
ー
ト
が
あ
っ
た
場
所
。
１
９
３
２

（
昭
和
７
）
年
末
に
は
い
わ
ゆ
る

「
白
木
屋
火
事
」が
発
生
し
、
14
名

の
死
者
を
出
し
た
。
戦
前
世
代
に

は
お
な
じ
み
だ
ろ
う
。
白
木
屋
は

戦
後
、
昭
和
30
年
代
に
東
急
傘
下

へ
入
り
、
の
ち
に
東
急
百
貨
店
へ

と
改
称
さ
れ
た
が
、
１
９
９
９
年

閉
店
。
現
在
の
コ
レ
ド
日
本
橋
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

コ
レ
ド
日
本
橋

に
名
残
を

三

池
波
正
太
郎
の
愛
し
た
カ
レ
ー
を
食
す

名
水
白
木
屋
の
井
戸
の
そ
ば
に

は
、
昭
和
６
年
創
業
の
老
舗
洋
食

屋
「
日
本
橋
た
い
め
い
け
ん
」
が
店

を
構
え
る
。
昼
時
は
店
の
前
に
長

い
列
が
で
き
、
こ
の
界
隈
の
名
物

と
も
な
っ
て
い
る
。
た
い
め
い
け
ん

は
、
作
家
・
池
波
正
太
郎
が
通
っ

た
店
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ポ
ー
ク

ソ
テ
ー
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
オ
ム
ラ

イ
ス
な
ど
が
名
物
。
東
海
道
散
策

の
手
始
め
に
、
こ
ち
ら
で
腹
ご
し

ら
え
と
い
う
の
は
い
か
が
？

池波正太郎「銀座日記」などに
登場するたいめいけん。写真
は名物のカレーライス。650円

日本橋たいめいけん
TEL 03-3271-2465
1F：年中無休、
2F：日曜・祭日定休

日
本
橋
北
詰
に
あ
る
の
が
、
あ

の
三
越
本
館
。
三
井
高
利
創
業

に
よ
る
越
後
屋
三
井
呉
服
店（
の

ち
の
三
越
）を
基
礎
と
し
て
発
展

し
た
三
井
財
閥
の
本
拠
地
で
あ

る
。
現
在
の
三
井
本
館（
国
重
要

文
化
財
）と
三
越
本
館
の
間
の
道

は
、
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」

に
も
描
か
れ
、
当
時
は
富
士
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
界
隈

に
は
１
７

９
２
年
創

業
の
「
刃

物

の

木

屋
」
な
ど
、

老
舗
が
い

ま
も
多
く

残
る
。

この突き当たりの方向に、
かつては富士山が見えた

三
越

寄
り
道
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン日本橋三越の

シンボル、ライ
オン像


